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Ⅰ．問題の所在と目的
　スポーツ基本法(2011)において、障害者の
スポーツに実施に関して「スポーツは、障害
者が自主的かつ積極的にスポーツを行うこと
ができるよう、障害の種類及び程度に応じ必
要な配慮をしつつ推進されなければならな
い」という基本理念が掲げられている1)。障
害児・者のスポーツ・レクリエーションの
参加状況についての調査報告2)によると、7
歳～ 19歳の障害児全体の約3割が週1回以上
はスポーツ・レクリエーションに参加してい
ることが報告されており、特に「聴覚障害」
「知的障害」「発達障害」の割合が多くみられ
る。また、種目として「水泳」の実施率が高
いという結果が示されている。障害のある子
どもは運動量の確保が不足しがちになるこ
とから、水泳などの屋内でできる身体活動
の場を確保することは極めて重要であり(安
井,1990)3)、保護者のニーズも高い(山田,1990)4)
という報告もされてきている。また、自閉症
や知的障害、肢体不自由など障害種別の水泳
指導の効果について(児玉・覚張,1992；宮下・
武籐,1983；篠田・神戸,1986）5)6)7)、特に自閉
的傾向のある子どもにとって、水泳活動は自
発性や情緒の安定に影響を与える(瀬戸,1990；
原下,1983）8)9)という水泳活動の有効性は以前
から呈されている。このような中で、近年は
多くの障害児が地域の施設を利用して水泳が
実施されるようになり、その機会は増えてき
ているのである。そして、障害児の水泳参加
時にかかわる支援者・指導者には、障害児に
対する適切な支援が期待されていると考え
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る。しかし、地域の水泳教室で指導にあたる
者の現状として、障害児の水泳指導方法を専
門的に学ぶ機会はほとんどなく、同調査報 
告2)でも、スポーツ参加支援における障害者・
者を受け入れていくための課題として、障害
児・障害者スポーツに関する知識・技能がな
いことが最も多くあげられている。筆者らの
知る障害児を対象としたクラスを設定してい
る地域の水泳教室からも、障害児の水泳指導
について専門的に学ぶ場がないということか
ら、各々の指導者が手探りで障害児・者の指
導にあたっているということが伝えられてい
る。では、実際に指導している者は、どのよ
うに障害を理解し、どのように指導技術を学
び、そして指導において困難さを抱えている
のであろうか。これまでの障害児・者の水泳
指導に関する研究は専門の治療機関や教育機
関における研究報告が中心であり、地域にあ
る一般の水泳サークルや水泳教室における指
導者の現状や課題等を報告したものは少ない
(安井,2000）10)。
　以上から、本稿においては、障害のある子
どもの水泳指導の充実を図るための一助とし
て、障害児を対象とした水泳教室にて、知的
障害、発達障害、肢体不自由等多様な障害児・
者の水泳指導を行っている指導者を対象とし
て、指導方法の学び方、指導時に行っている
工夫や感じている困難さなどについての調査
から、水泳指導者の現状と今後の課題につい
て明らかにすることを目的とする。
Ⅱ．方法
１．調査対象
　NPO法人Aが経営する水泳教室にて障害児
の水泳指導を行っている指導者10人。この水
泳教室には、知的障害、発達障害、肢体不自
由のある障害児が入会している。
2．調査期間
　平成29年3月4日～ 3月11日
3．調査方法
　各調査対象者に手渡しでアンケートを配布
し、1週間後、直接回収する。
4．調査内容
　以下の質問項目を設け調査を実施する。
1)指導者の属性（性別、年代、障害児の水泳
指導歴、水泳指導前の障害児とのかかわりの
有無）、2)指導に必要な事項についての学び
方(①障害についての理解、②水泳の指導方
法)、3）指導の際に行っている工夫、4）指
導の際の配慮点、5)指導上の困難さ、6)指導
者として必要な要素
5．倫理的配慮
　調査の実施及び質問用紙の配布は、NPO法
人Aの理事長に文書及び口頭にて依頼し、許
可を得て行った。質問項目は、同法人理事長
より教示いただいた内容を可能な限り反映し
て作成した。調査用紙は協力が可能との承諾
を得た協力者一人ずつに手渡しで配布した。
その際に、調査の目的及び得られた回答内容
は匿名化を図ること、学会の報告書等にて公
表すること、回答された調査書の提出をもっ
て同意を得たと判断すること等を説明した。
回収も直接手渡しにて回収した。
Ⅲ．結果
　質問紙は10人の指導者に配布し、回収率及
び有効回答率は100％であった。
１．回答者について
　10人全員が女性であり、その他の属性は表
1の通りである。
表１．回答者の属性　（単位：人）
　指導前に障害のある子どもとのかかわりの
あった指導者に比べて、水泳指導を通して初
めて障害のある子どもと関わるという指導
者が7割であった。年齢は40歳・50歳代が多
く、経験年数としては5年以上の指導者が多
く、指導に慣れている指導者が多い様子が伺
えた。指導者になる前には、障害児のとのか
かわりはほとんどなく、指導を通して障害児
と長期的に関わり、指導経験を重ねてきてい
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る指導者が多い教室である。
2．指導に必要な事項についての学び方
　障害児・者を指導するにあたり、必要なこ
とをどこで学んできたかについての質問項目
への結果は次の通りである。
1）障害の理解についての学び方
　障害を理解するための学び方の結果を図1
に表す。この調査は5件法にて実施した。「人
にきいた」が7人と最も多く、続いて「講習会」
の5人であった。
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講習会
人にきいた
（単位：人）
図1　障害の理解についての学び方（複数回答可）
　自由記述欄へは以下のような記述がされて
いた。
・生活の中での子どもの行動の特徴、こだわ
りなど障害は同じでも個々で異なるため親
に聞く事も大切だと思う。
・障害を持つ親の話を聞くことが大切だと思
う。
・学校の授業で学んだ。
・自分が実際に接する中で学んでいる。
・親からその子の特性を聞いて指導をしてい
る。
2）水泳指導方法についての学び方
　障害児・者への水泳指導法をどのように学
んだかについての質問項目への結果を図2に
表す。この調査は5件法にて行った。「人にき
いた」が8人、「講習会」が5人、「本」が2人であっ
た。自由記述欄への記載はなかった。
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図2　障害児・者への水泳指導法の学び方（複数回答可）
3．指導の際に行っている工夫
　障害児・者に水泳を指導するにあたり、ど
のような工夫を一番にしているのかについて
の質問項目への結果は図3の通りであり、「コ
ミュニケーション」面で工夫をしている者が
多数であった。
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実際に一緒に泳ぐ
コミュニケーションの取り方
（単位：人）
図3　水泳の指導の際に一番工夫していること
　自由記述欄に記載された具体的内容を以下
に記す。
・個々の障害によって多少異なるとは思うが、
慣れるまで指導者を変えない。
・常に子どもの表情、反応、態度に気を配る。
・練習内容の順序を変えない。調子、反応が
悪いときは無理強いしない。
・無理にはやらせない、やる時には「今日は
○○までがんばろう」と決めている。
・できたらほめる。
・自分も一緒になって隣で泳ぐ。
・一つのやり方を決めない。くいつきやすい
方法がわかるまでいろいろやってみる。
4．指導の際の配慮点
　障害児・者を指導するにあたり、どのよう
なことを一番に配慮しているのかについての
質問項目への結果は図4の通りである。
0
0
1
3
6緊急時の対応の仕方を頭に入れておく
健康状態の把握
人数確認をこまめに行う
指導者の配置
入水の仕方 (単位：人)
図4　指導の際に最も配慮しいている点
　指導の際の配慮として最も多かったのは、
「緊急時の対応の仕方を頭に入れておく」が
最も多く、次が「健康状態の把握」、であった。
　具体的な配慮の内容としては、以下の自由
記述が得られた。
・知的発達障害者の方には身体的に障害があ
る場合もある為、体の各部分の可動域も把
握し、補助泳法に工夫する。
・年齢によって異性に興味を持つ時期がある
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ので行動に気を付ける。
・声をかけながら体調や表情をしっかりみる。
・公共のプールでは他の方の迷惑にならない
動きをしたり、その子を注意してみたりす
る。
・プールサイドでの安全確認、突然の体調変
化や精神変化を確認する。
・一人一人にあたった指導を心がける。
・個々の特性を理解して練習内容を決める。
5．指導上の困難さ
　指導上、どのようなことに難しいと感じた
かの回答結果は図5の通りである。指導上感
じている困難さとして、「直したい泳ぎがなか
なか直らない」「指示が通らない」について全
員が困難を感じており、「補助が難しい」も9
人、「気持ちを理解してあげることが難しい」
が6人という結果が得られた。
5
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10なおしたいしたい泳ぎ方がなかなかなおらない
指示が通らない
補助の仕方が難しい
気持ち江を理解してあげること
大変と感じることはない
その他
(単位：人）
図5　障害児・者の水泳指導における困難さ（複数回答可）
　指導上、難しいと感じていることに対して、
項目ごと、どのように対応してきたかの質問
（自由記述）について得られた内容を、類似
内容ごとに分類し、ラベル付けした結果を表
2に示す。
困難さ 具体的な対応方法例 （自由記述より抜粋） 
なおしたい
泳ぎ方がな
かなか直ら
ないこと 
＜こだわらない＞・ある程度形ができていたり、呼吸ができていれば良しとする。 
・こだわりすぎないようにする。
＜繰り返し指導する＞・少しずつ反復作業を行い、体が覚えるまで、粘り強く。 
・繰り返し教える。その子にあった泳ぎを教えてあげることも必要。
指示が通ら
ない 
補助が難し
い 
＜教え方・支援方法＞・体に力が入りすぎないようにリラックスさせて補助をする。 
＜指示の仕方、声掛けの仕方＞・その時の調子が悪いのか、言葉かけに問題があるのか
状況を把握し、調子が悪い時はできることをやらせたり、言葉や言い方を変えて反応を
見る。 ・落ち着かせてから再度指示をする。 ・補助や身振り手振りで伝える。 
＜体調への配慮＞・体調や様子をみてやれることをやらせる。 
＜根気強く＞・親、他の指導者と相談しその子に合うやり方を探す。・根気よく教える。 
＜手本を見せる＞・自分がやってみて見せて教える。 手本をみせる。 
・子どもの可動域を把握して教える。 ・水の中だけでなく、プールサイドで教える。
・触られるのが苦手な子もいるので、声をかけてから触れるようにする。
＜他者の協力＞ ・他のスタッフの手を借りて、ベテランスタッフに協力をしてもらう。 
気持ちを理
解してあげ
ることが難
しいこと 
・親などと意見を交換して、表情や行動から気持ちを読み取ってあげる努力をする。
＜工夫＞ ・対応や声かけ、時には厳しくする。 ・ベテランスタッフに相談、または
知識を増やす 
＜親からの情報＞ ・指導の様子を伝え、親と情報交換をして少しでも理解を深める。 
＜子どもの理解＞・相手の立場や気持ちになって接する。・日や季節によって異なること
を理解する。 ちょっとした目線や表情、言動から感情を読み取る。 
表2．水泳指導上の困難さへの具体的な対応例　（抜粋）
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6．指導者として必要な能力
　障害児・者の水泳指導を行うにあたり、指
導者としてどのようなことが大切と感じる
かについての質問項目への結果は図6に示す。
この調査は5件法にて実施した。指導者とし
て必要な要素で最も多かった結果「障害の理
解」が8名、「先入観にとらわれず臨機応変に
対応する」、「水泳の楽しさを伝えることがで
きる」が各1名であった。
1
1
8
水泳における効果を理解している
４泳法を教えることができる
水泳の楽しさを伝えることができる
障害の理解
先入観にとらわれず臨機応変に対応すること…
(単位：人）
図6　水泳指導の指導者として必要な能力
Ⅳ．考察
　今回の調査研究協力者のほとんどが水泳教
室での指導を通して初めて障害児と出会い、
指導者として経験を積み上げてきていた。そ
のような指導者の回答において、指導者に
とって最も必要な要因として、障害の理解が
あげられていた。その障害の理解について、
どのように学んできているのだろうか。これ
についての質問項目への回答では、「人にきい
た」が多く、続いて「講習会」であった。で
は、この「人」は誰を指すのか。障害につい
ての理解では、自由記述から推測すると保護
者(親)である可能性が高い。保護者(親)は子ど
ものことを最も理解している支援者の一人で
ある。その保護者(親)に子どもの特性や障害
についての個人的な情報を得ている様子が伺
われる。個々の子どもに合わせた指導を行う
必要性を考えると、保護者(親)に子どもの障
害特性を訊くことは、もちろんよい情報収集
の方法であり、個々の子どもの実態把握とい
う面では、大切なことである。しかしながら、
障害児の水泳指導の専門家の一人という立場
を考えると、個々の子どもの現状だけでなく、
一般的な障害の特性や指導方法について指導
者養成の研修会・講習会などで体系的に学ぶ
機会が必要である。指導方法の学び方につい
ても、同様に「人にきいた」が多かった。で
は、この場合の「人」は誰を指すのであろう
か。これについて本調査では明確な情報はな
いが、「水泳指導」という専門性から考えると、
同じように水泳指導を実施している同僚や先
輩指導者等ではないかと推測される。いずれ
にしても、障害児・者のスポーツ・レクリエー
ションの参加状況についての調査報告(笹川
スポーツ財団,2014)2)同様、スポーツ参加支援
における障害者・者を受け入れていくための
課題として障害児・者の水泳指導者のための
一般的な障害特性や水泳指導方法等を学ぶこ
とができる場所や機会は多くはない状況であ
ることが指摘できる。そしてそれを補う対策
として、必要な情報や知識などは、身近な人
からアドバイスを受けて、障害児の水泳指導
に活かしている現状であるといえよう。
　指導の際の配慮点としては、子どもの水泳
指導をする際に学校教育の水泳指導において
も最も重要と考えられている、緊急時の対応
と子どもの健康状態の把握であった。このこ
とは、一人ひとりの子どもの安全面を重視し
た体制が整備されていると考えられる。また、
指導において、「なおしたい泳ぎ方がなかなか
直らないこと」「指示が通らない」「補助が難し
い」「気持ちを理解してあげることが難しいこ
と」いずれにも困難さがあるとの回答が多い
中、それらへの対応方法に関する内容も多数
報告され、多くの指導者が子どもの状況に合
わせて指導を行っている様子も見られた。具
体的には、指導者の多くが、子どもとのコ
ミュニケーションをとることを基本として、
子どものその日の体調を、表情や反応、態度
に配慮し、本人のペースにあわせながら無理
のないように行っていることが明記されてい
た。さらに、本人が指導の内容を理解できる
ように、またやる気を起こす気持ちになれる
ような補助や指導を行っていることも明らか
になった。いずれも子どもの気持ち、子ども
の主体性を大切にしたかかわりである。障害
のある子どもの水泳指導には「子どもが喜ぶ
快の指導を優先することが効果的である」(瀬
戸、1990)8）といわれているように、今回の
調査協力者である水泳教室の指導者も、子ど
もの心理的側面に配慮した指導を実施してい
ると考えられる。しかし、その心理的支援を
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行うためには、表2の中でも具体的な対応方
法として挙げられているように、子どもの体
の可動域やリラックスできるような対応(主
に肢体不自由の子どもの支援として考えら
れる)、触られるのが苦手な子への対応(主に
発達障害の子どもの支援として考えられる)、
理解力に合わせた対応(知的障害のある子ど
もの支援として考えられる)といった、障害
ごとの特性に合わせた支援方法を理解してお
くことが求められている。このようなことか
ら、指導者に必要な能力として多くの回答者
から「障害の理解」が回答されており、それ
が、子どもの気持ちを大切にした支援にもつ
ながると考えられる。
Ⅴ．終わりに
　以上のように、障害児の水泳教室で知的障
害、発達障害、肢体不自由など複数の障害の
子どもの指導にあたっている指導者一人一人
は、困難さを抱えながらも、子どもと向き合
い、子どもに合わせた指導を考え、行ってい
る姿が明らかとなった。しかし、多くの場合、
手探りで周囲の人からの情報や意見をもとに
実施していると推測される。このような状況
を支え、障害児の水泳指導の場を充実させる
ためには、障害児の水泳指導に関する研修の
場を増やしていくことが求められる。その中
で、障害児の水泳指導の現場にて必要とされ
ている、障害についての理解や具体的な指導
方法等、専門的な知識や技術を体系的に学べ
る場を充実させていくことが今後の課題であ
る。
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